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令和４年度 横浜市青葉区社会福祉協議会 事業方針（案） 

令和３年度は、長引く新型コロナウィルスの感染拡大により、区社協事業やコロナ禍に

おける地域活動も徐々に再開しておりますが、引き続き業務への対応が求められました。 

また、食支援をはじめとした生活困窮者の支援等についても、区社協が取り組むべき生活

課題として期待され、そのことに応えるべく多額のご寄付等多くのご協力を得て事業を進

めてきましたが、今後も継続した取り組みが必要となっています。  

地域福祉保健計画の区計画、地区別計画については、令和３年度中に策定し、今後は推

進に向け取り組みを進めることとなります。あらたに新型コロナウイルス対応等の情勢に

合わせ生活を支える仕組みづくりが求められています。 

このようなことを踏まえながら、住民の期待に応えられるよう、更なる地域福祉の推進

に取り組みます。加えて、法人事務等コンプライアンスの適正化・向上を図ります。 

 

【令和４年度重点取組】 

１ 身近な地域における支援の取組 

（１）コロナ禍のもと、地域でのつながり・見守りを進めてきた地区社協の活動を活かす

ため、各地区での活動の工夫や取組、状況などを共有することにより、活動の再開

や充実を通して検討の機会を設け課題把握や今後の取組など活動を支援します。 

（２）令和４年度は、地域福祉保健計画の区計画、地区別計画の実質的な推進初年度とな

るため、コロナ禍という状況を踏まえつつも推進に向けて区・地域ケアプラザと共

に具体的な地域活動を支援します。 

２ 個別支援への取組 

（１）制度の狭間にあり、未だに潜在化している学生やひとり親世帯等に向けた「食支援」

を継続的・定期的に実施します。実施にあたっては、地域ケアプラザ・区等とのネ

ットワークにより取組を進めます。 

（２）あんしんセンター事業については、成年後見の利用促進に向けて、該当ケースの積

極的かつ円滑な移行を進めます。また、区成年後見サポートネットへの参画を通し

て、区民の権利擁護に取り組みます。 

３ 組織運営の充実・基盤強化 

賛助会員を含めた会員の拡充により、社協活動の周知および財政的な基盤強化を図り 

ます。加えて、それぞれの助成金の仕組みをあらためて検討します。 

４ コンプライアンスの取組強化 

募金や寄附金等、本会では多くの現金については、現金管理のルールを順守し、紛失

や盗難を起こさない環境を整え、事故・事務ミスの防止を強化します。加えて、法人事務

や経理事務、個人情報を含む情報管理についても引き続き適正に執行します。 

５ 業務の見直し 

（１）送迎サービスについては、令和４年度末のサービス終了に向けて、スムーズに至れ

るよう関係機関と調整、利用者への周知を進めます。 

（２）ワークライフバランスの実現に向けて、多様な働き方に加え、業務の改廃の検討や

効率化を図ります。 
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令和４年度 横浜市青葉区社会福祉協議会 事業計画（案） 

 

１【身近な地域のつながり・支えあい活動の推進】      

１－１ 身近な地域のつながり・支えあい活動の推進 

【青葉区地福計画 柱２取組⑨】 

住民一人ひとりの生活課題を地域課題として捉え、本会事業・地域活動への展開や新た

なサービス創出を図る「身近な地域のつながり・支えあい活動推進事業」を本会事業の根

幹として位置づけ活動します。また、身近事業の考え方として支援者と住民による地域づ

くりを一層進めていけるように研修会の実施や連絡会等を通して、理解の再認識・浸透を

図っていきます。 

困り事への対応のため、本会各事業間のみならず、地域ケアプラザや地域活動団体およ

び活動者と連携し、支援を進めます。 

 

１－２ 地域ケアプラザとの連携 

【青葉区地福計画 柱２取組⑨】【予算 市社協補助金 82 千円】 

地域ケアプラザの各職種と連携し、地域支援及び個別支援を行います。また、地域活動

交流コーディネーターや第２層生活支援コーディネーターへの支援等を通じて、地域福祉

を推進します。 

① 地域活動交流コーディネーターへの支援   

(ア)青葉区地域活動交流コーディネーター連絡会の開催（年１０回） 

(イ)研修会の開催 （連絡会と同日開催 年２回） 

(ウ)ミニ勉強会の開催（年５回） 

② 第２層生活支援コーディネーターへの支援 

(ア)青葉区生活支援コーディネーター連絡会の開催（年１２回） 

   (イ)「青葉区生活支援コーディネーター取組共有シート」を活用した、目標設定・振

り返り等の進捗確認（年４回） 

   (ウ)新任生活支援コーディネーター勉強会（原則、月１回） 

 ③ 地域ケアプラザ各種会議への参加 

包括カンファレンスや５職種会議、地域ケア会議や協議体、職種別会議に出席し、

区社協事業や他地区の情報提供等を行います。 

 

２【個別支援】         

２－１ 移動情報センター 

【青葉区地福計画 柱１取組④・柱２取組①・柱３取組⑨】 

【予算 委託費・補助金 10,656 千円】 

区内に居住し、移動に関する情報または支援を必要とする障害児・者および家族、なら

びに移動の支援を行う者や行おうとする者を対象に、必要に応じて移動支援情報の提供ま

たは福祉サービスの紹介、調整等を行います。 
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①  相談対応、移動支援情報の収集および更新 

(ア)事業所訪問・ヒアリング 

② 移動支援に関わる担い手の発掘・育成に向けた取組 

(ア)ガイドボランティア養成講座・交流会の開催 

(イ)移動支援に携わる支援者向け研修の開催 

③ 移動情報センター推進会議の実施 

移動情報センター業務を推進していくため、情報共有、協議、連携を図る場として、

関係機関による推進会議を設置、運営します。また、推進会議の在り方について検討し

ます。（年２回） 

④ 事業の周知 

青葉区移動情報センター・ガイドボランティア募集チラシを改訂し、事業の広報活

動に努めます。加えて、一次相談支援機関の他、学校等の身近な相談者に対しても、 

改めて周知を行います。 

⑤ 横浜市ガイドボランティア事業における事務取扱団体事務の実施 

事務取扱を行い、身近な地域でのボランティアコーディネートを促進するととも

に、ガイドボランティアの円滑な活動を支援します。 

 

２－２ あんしんセンター 

【青葉区地福計画 柱１取組②】【予算 委託費・利用料 501 千円】 

高齢者や障害者の契約者本人の意思に基づいて地域での生活を支えるため、生活や日常

的な金銭管理など幅広く権利擁護に関するサービスを提供します。 

① 権利擁護事業 

(ア)権利擁護に関する相談受付 

あんしんセンター事業や成年後見制度等に関する相談を受け付けます。 

(イ)契約によるサービス提供 

 ・福祉サービス利用援助、定期訪問・金銭管理サービス 

 ・預金通帳等財産関係書類等預かりサービス 

(ウ)普及啓発 

様々な機会を捉え、あんしんセンターの利用促進に努めます。 

② 成年後見制度促進 

(ア)利用者の成年後見制度への移行支援 

(イ)成年後見制度の周知・啓発 

成年後見制度への移行が必要な方に対し、積極的に支援を行います。 

 ③ 市民後見人受任後の活動支援 

(ア)市民後見サポートネットの開催（年１回） 

④  関係機関との連携 

(ア)区成年後見サポートネットおよび区市民後見サポートネットの支援 

テーマ:～意思決定支援の裾野を広げる～  

専門職会議（年４回）全体会（年２回） 

(イ)地域包括支援センター社会福祉士分科会への参画（年１１回） 
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２－３ 外出支援サービス 

   【予算 委託費・利用料 2,123 千円】 

高齢または障害等により外出が困難な方の移動を支援するため、有償で送迎サービス事

業を実施します。 

①  外出支援サービス 

区内在住のおおむね６５歳以上の在宅高齢者で介護保険の要介護３～５に認定され

た方を対象としてサービスを提供します。単独で一般公共交通機関を利用しての外出

が困難である方、または、障害者総合支援法で定める疾病にり患している車イス利用者

等、一般の交通機関を利用しての外出に困難を伴う在宅療養者について、車両での送迎

を実施します。 

② 送迎サービス 

高齢または障害等により、外出時に車イス等が必要など歩行が困難で、かつ一般の

交通機関（電車・バス・タクシーなど）の利用が困難な方に送迎を実施します。 

③ 送迎サービス事業の終了 
現在、外出を支援する福祉有償運送事業者は本会以外も大幅に増加するなど、移動

に制約のある方にも外出しやすい環境が整ってきました。こうした背景を受け検討を

重ねた結果、当該事業の運営について終了に向け調整していきます。 
あわせて、平成１２年に横浜市からの受託を開始した横浜市外出支援サービス事業

につきましても、本会送迎サービス事業と一体的にサービスを運用しているため、今

後の方向性について関係機関と調整を行います。 

 

２－４ 生活福祉資金貸付・生活困窮者支援      

【青葉区地福計画 柱１取組⑥】【予算 委託費・共募一般募金配分金 4,508 千円】 

低所得世帯等の安定した生活と経済的な自立に向け、民生委員や区生活支援課等と連携

しながら、生活福祉資金の貸付を行います。併せて生活困窮者等の対象世帯への継続的な

支援を行います。 

① 貸付資金の種類 

(ア)福祉資金 

(イ)教育支援資金 

(ウ)総合支援資金 

(エ)緊急小口資金 

(オ)不動産担保型生活資金 

(カ)要保護世帯向け不動産担保型生活資金 

② 食支援 

地域ケアプラザや区役所等関係各所とのネットワークにより円滑かつ取りこぼしの

ない支援に繋げていきます。 

(ア)生活困窮者等への支援 

生活困窮者等への食支援について、セカンドハーベストジャパン、フードバン

クかながわ、区および資源循環局のフードドライブ、協力企業と連携し進めてい

きます。 

(イ)フードサポートあおば（一人暮らしの学生向け・ひとり親世帯向け）の実施 
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２－５ 小災害見舞金 

【予算 共募たすけあい福祉資金配分金 80 千円】 

火災等の罹災世帯に対して、見舞金を支給します。    

 

３【地域支援】        

３－１ 各種助成事業 

【青葉区地福計画 柱１取組⑨・柱２取組⑧】【＊予算は各事業の項目に記載】 

区内の福祉保健活動の推進に向け、団体や施設に対し、運営費を助成します。助成金交

付団体に対して、財源である募金等への理解と適正な執行を求めるとともに、配分を受け

ている事業であることを周知する等、広く区民に対して目的と募金等への協力についてＰ

Ｒを行います。 

① ふれあい助成金  

区内のボランティア活動、当事者活動、介護予防活動等の安定的な活動支援のため、

「あおばふれあい助成金」を通じて助成を行います。併せて、申請団体に対して、会活

動に必要な情報提供や相談等の支援を行います。 

(ア)ふれあい助成金運営委員会の開催 

安定した活動が継続できるよう財源確保を検討し、助成の審査については、あ 

おばふれあい助成金運営委員会の決定に基づき配分します。 

(イ)本会会員入会促進 

助成金申請団体には本会会員への入会やボランティアセンターへのボランティ

ア登録を案内します。 

(ウ)市内統一の助成基準に準拠するとともに、それを補完する青葉区独自の助成制

度を継続します。 

② 一般募金配分         

  以下の事業に活用します。 

(ア)ふれあい助成金 

(イ)子どもの居場所づくり事業 

(ウ)障害者支援事業 

(エ)生活困窮者支援 

(オ)広報・啓発事業 

(カ)ボランティア支援事業 

(キ)災害ボランティア活動支援事業 

(ク)地域福祉保健計画 

※詳細は各事業計画の項目をご覧ください。 

③ 年末たすけあい募金配分 【予算 年末たすけあい配分金 8,080 千円】 

年末たすけあい募金の一部を財源に、市民活動団体・当事者団体等への活動助成を

実施します。募集にあたっては、本会ホームページやタウン誌等への掲載を通し、募金

の使途を広く区民に周知するとともに、新たな助成団体の開拓に努めます。 

④ 子ども食堂活動助成金 

  子ども食堂事業を支援するため、その運営団体に対し助成金を配分します。 

5



 
 

３－２ 地区社協活動支援 

【青葉区地福計画 柱２取組①】 

【予算 市社協補助金・共募一般募金配分金・年末たすけあい配分金・法人管理運営 

 16,785 千円】 

一人ひとりの困りごとを解決する地域づくりの実現を目指す地区社会福祉協議会が、地

域住民の地域福祉に対する関心と理解を深め、住民の協力を得て自発的な活動をおこなう

ために必要な支援をおこないます。      

(ア)地区社協分科会の開催（年５回） 

(イ)地区社協助成金の配分 

(ウ)地区社協役員を対象とした研修会の開催（年１回）  

(エ)地区社協の周知を目的とした広報支援 

(オ)地区社協ヒアリング 

 

３－３ 地区サポートチームによる地域支援 

【青葉区地福計画 柱２取組⑨】【青葉区地福計画 柱２取組⑨】 

１５地区別に区役所、地域ケアプラザ、区社協の三者によるチームにより、地区サポー

トチーム会議に参加し地域を支援します。三者の役割を整理した上で、地区の情報共有お

よび地域課題の解決に向けた話し合いを行います。 

① 地区サポートチーム会議への参加 （各地区年４回） 

② 地区アセスメント     

(ア)地区アセスメントシートの更新・共有 

区役所・地域ケアプラザ・区社協三者で１５地区ごとの地域アセスメントシー

トを更新及び共有し、地域支援や後任への引継ぎに活用します。 

 

３－４ 子ども・高齢者・障害者支援事業     

【青葉区地福計画 柱１取組④⑨・柱２取組②⑧・柱３取組②⑤】 

【予算 共募一般募金配分金 1,459 千円】 

① 子ども支援     

子どもたちが健やかに育つよう地域で活動する支援団体を支援します。  

(ア)こどもの居場所づくり連絡会の実施 （年２回） 

こども食堂や学習支援・フリースペース等の活動を行っている区内の団体や関 

係機関による連絡会を開催し、情報共有や相互の活動理解をする場とします。 

(イ)運営団体への助成（再掲） 

こども食堂助成金など、運営に必要な経費を助成金として配分します。 

   (ウ)子育て支援ネットワーク会議への出席 

     各地区で開催される「子育て支援ネットワーク会議」に出席し、関連する情報 

提供等を行います。 

② 高齢者支援  

   区役所や地域ケアプラザ等と連携し、高齢者を支援します。 
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(ア)敬老訪問の実施  

     区役所と合同で、区内在住の最高齢者への敬老祝い品を贈呈します。 

(イ)関係会議への参加 

区主催の「高齢者虐待防止連絡会」等に参加し、高齢者支援に協力します。 

③ 障害者支援 

障害児者の地域での自立支援や社会参加への支援を目的に実施します。また区民に

障害福祉への理解・啓発のための活動を行います。 

(ア)「あおば社協だより」を活用した啓発活動 

「あおば社協だより」に当事者やその家族の声を掲載し、広く区民への周知を

図ります。 

(イ)障害者キャンペーンの実施 

障害者週間を中心に区民に対しての障害理解・啓発活動を実施すべく、当事者団

体部会・障害者施設連絡会において検討します。 

(ウ)障害当事者の活動・就労支援 

ふれあい農園等、障害当事者の活動の場を支援します。また、本会業務の一部を

障害者施設や当事者団体に委託することで、障害のある方への就労機会の提供や支

援を行います。 

 

４【ボランティア活動の推進】        

４－１ ボランティアセンターの運営      

【青葉区地福計画 柱１取組⑤・柱２取組①】 

【予算 区受託金・市社協補助金・善意銀行・共募一般配分金 3,392 千円】 

区内のボランティア活動の充実を図るため、活動に必要な情報の提供や新たなボランテ

ィアの発掘に努めます。ボランティア団体や地域ケアプラザ等と連携し、求められる新た

な取組の検討や関係機関への情報発信を進めます。 

① ボランティアコーディネート      

ボランティアを必要としている方とボランティア活動をしたい方とをつなげ、活動

するうえでの不安や疑問等様々な相談に対応し、活動を支援します。 

(ア)学生ボランティア希望者の受け入れ 

学生の受け入れ可能な紹介先の一覧を分野別に振り分け活動につなげます。 

(イ)夏休みボランティア体験 

青少年の地域活動拠点「あおばコミュニティ・テラス」に協力します。 

② 福祉教育  【青葉区地福計画 柱１取組⑤】 

取組を通して区民や当事者、地域ケアプラザ等と連携し、学校や地域・企業等 へ

の福祉啓発を進めます。 

(ア)学校における福祉教育実施に伴う支援 

・小中学校に対する福祉教育の実施 

・小中学校への福祉教育助成金の交付 

・福祉学習機材・用具の貸出 

・先生のための福祉講座の周知 
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(イ)中学校における職業体験実施に伴う支援・受け入れ 

(ウ)地域や企業、商店への福祉啓発活動の推進 

(エ)福祉教育プログラムの充実 

③ ボランティア団体支援 

(ア)ボランティア講座の開催 

・点訳ボランティア養成講座 

・令和３年度実施の「音声訳講座」のフォローアップ講座 

・傾聴ボランティア養成講座 

(イ)ボランティア活動団体支援 

・ボランティア・市民活動団体分科会の開催 

・食事サービス関連ボランティア活動者への検便検査料助成 

・各種ボランティア保険の受付 

(ウ)ボランティアに関する情報提供 

・ボランティア情報紙「ボラセンだより」の発行  （年４回） 

・ホームページ等を活用した情報提供 

 

４－２ 災害ボランティアセンター設置・運営 

【青葉区地福計画 柱１取組⑪】【予算・市社協補助金・一般募金配分金 80 千円】 

災害時、区役所の要請に応じて災害ボランティアセンターを円滑に開設・運営するため、

青葉区災害ボランティア連絡会事務局として、災害ボランティア活動の普及、啓発および

訓練に協力します。区役所や横浜市災害ボランティア支援センター、地域防災拠点運営委

員会等と連携し、情報共有に努めます。 

(ア)定例会の開催（運営体制の基盤強化、課題の抽出） （年４回） 

(イ)開設シミュレーションの実施および外部研修等への参加 

(ウ)市内近隣区との連携強化（他区との合同会議、他区訓練への参加、協力等） 

(エ)地域防災拠点との連携拡大 

(オ)防災に関する地域向け講座の開催 

 

５【生活支援体制整備事業】        

５－１ 生活支援体制整備事業      

 【青葉区地福計画 柱２取組⑤⑩・柱３取組⑥⑧】 

【予算 委託費・法人管理運営 538 千円】 

第１層（区域）生活支援コーディネーターが、地域ケアプラザの第２層（日常生活圏域）

生活支援コーディネーター(１２名)への支援や区域の取り組みなどを通じて、高齢者一人ひ

とりが、地域で自分らしく暮らし続けられるように、多様な主体が連携した地域づくりを進

めます。 

① 第２層生活支援コーディネーターへの支援 

(ア)青葉区生活支援コーディネーター連絡会の開催  (年１２回) 

(イ)「取組共有シート」を活用した、目標設定・振り返り等の進捗確認 (年４回) 

   (ウ)新任生活支援コーディネーター勉強会 (原則、月 1回) 
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② 「企業連携チーム」の取組 

     第２層生活支援コーディネーターと共に、民間の生活支援サービス事業所との連携

を深め、目的に沿った必要な情報発信を進めます。 

③ 「リスト活用による社会参加促進チーム」の取組 

    第２層生活支援コーディネーターと共に、「ヨコハマ地域活動・サービス検索ナビ」 

の一般公開等を進めて、住民主体の活動を周知していきます。 

 

６【広報・啓発】        

６－１ 広報 

【予算 共募一般配分金 2,347 千円】 

広報紙を通じて、本会が実施している事業やイベントのお知らせ、報告等、青葉区内の

地域福祉に関する情報を発信します。 

① 「あおば社協だより」の発行 

(ア)発行 

年４回 Ａ４版・２頁・カラー 

(イ)配布先 

正会員（自治会町内会、民生委員児童委員協議会、地区社会福祉協議会、社会 

福祉施設・団体、ボランティア団体等）、区内公共施設（地区センター、学校等）、 

自治会町内会班回覧他 

(ウ)ホームページへの掲載 

     ＰＤＦおよび録音版音声データを本会ホームページへ掲載します。 

② 区社協ホームページ・インスタグラムの運用 

ホームページを通じて、広く本会の各種事業のお知らせ等の情報を提供します。ま

た、インスタグラムでは、各種事業や地区の活動の様子を、写真等により発信します。 

（ホームページ URL：http://www.aosha.jp/） 

（インスタグラムアカウント：AOBAKU_SHAKYO） 

③ 区社協パンフレット 

本会の各種事業の周知、また賛助会員募集を目的としたパンフレットを改訂し、関

係機関や団体の他、地域の企業等への広報を行います。 

 

６－２ 社会福祉大会の開催 

【予算 共募一般配分金 300 千円】 

区内の様々な地域活動、ボランティア活動などに長年にわたり貢献された方々の功績を

称え、感謝の意を表することを目的とした表彰式典を開催するとともに、区内で行われて

いる地域福祉活動の事例を紹介します。 

 

６－３ 各種イベントでの啓発活動     

区民まつり等、区内の各種イベントにおいて、区社協事業や募金・寄付等の啓発活動を

行います。 
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７【福祉保健活動拠点の運営】         

７－１ 福祉保健活動拠点の運営    

【青葉区地福計画 柱３取組③】 

【予算 区受託金・市社協補助金・負担金 14,950 千円】 

指定管理者（令和２年度より５年間）として、青葉区福祉保健活動拠点「ふれあい青葉」

の適切な運営に努めます。また、福祉保健活動の拠点として、区内の福祉活動団体に対し

て活動の場を提供するとともに、各団体の活動を支援します。 

① 部屋の利用 

新型コロナウィルス感染予防を図りながら、利用者の安心・安全な施設管理に努め、

更なる利用者満足度の向上を図ります。     

② 福祉情報の発信 

様々な福祉保健活動情報を提供できるよう、情報コーナーを設置し、広く収集した

福祉保健活動情報や地域活動情報を提供します。 

③ 利用団体懇談会の開催  （年２回）     

利用団体に対して必要な情報提供を行うとともに、拠点運営に関する様々な意見を

聴取することを目的に、利用団体懇談会を開催します。 

④ 利用者満足度向上のための取組 （年 1回） 

窓口対応や拠点運営について、利用者を対象とした満足度調査を行い、結果は集計

の上、改善点等を館内に掲示します。 

⑤  第三者評価の受審 

指定管理期間の３年目を向かえるにあたり、指定管理者として質の高いサービスを提

供するため、第三者機関による評価を受審し、今後の運営に反映します。 

  

８【地域福祉保健計画の推進】        

８－１ 地域福祉保健計画「青葉かがやく生き生きプラン」の推進   

 【青葉区地福計画 柱１・２・３】【予算 共募一般配分金 570 千円】 

「青葉かがやく生き生きプラン」は、誰もが安心して自分らしく健やかに暮らせる地域

づくりを目指し、住民と関係団体、公的機関等が連携して地域の課題解決に取り組み、

「頼み、頼まれる」身近な支えあいの仕組みづくりを進めるための計画です。 

① 区計画の推進 

区域全体の様々な課題やニーズに対応するために、地区別計画の推進と合わせて、

区計画を区役所及び地域ケアプラザと連携しながら、推進します。なお、区計画は、

「３つの柱」ごとに「５年後に目指したい青葉区の姿」として位置付けています。 

(ア)区役所・区社協連絡会議 (年１２回) 

(イ)区計画推進プロジェクト (年２回) 

(ウ)地域福祉保健推進会議 (年２回) 

(エ)地域福祉保健計画推進部会 (年２回) 

② 地区別計画の推進・支援 

地域の特性に応じた福祉保健課題の解決に向けて、１５の地区別計画を区役所及び

地域ケアプラザと連携しながら推進を支援します。 
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 ※巻末の第４期地域福祉保健計画【抜粋】「３つの柱」「５年後に目指したい青葉区の姿」 

「区役所・区社協・地域ケアプラザの取組」参照 

 

９【法人運営】    

【正会費・賛助会費・市社協補助金・手数料・負担金収入 17,621 千円】 

社会福祉法に基づき、社会福祉法人としての適切な運営、会員団体による協議の場の充

実、会員相互の連携、及び研修会等を通じた啓発活動等により会員組織活動の更なる活性

化を図り、「地域福祉の推進を目的とする団体」としての責務を果たします。 

また、本会が把握する地域や個別の課題・ニーズ等を本会会員法人・施設に対して提起

します。 

 

９－１ 理事会・評議員会の開催 

① 理事会 （年４回） 

② 評議員会 （年３回） 

③ 監事会 （年１回） 

 

９－２ 部会・分科会・委員会の開催 

【青葉区地福計画 柱３取組⑥】 

会員団体による協議の場の充実、会員相互の連携、研修会等を通じた啓発活動等により、

会員団体活動の更なる活性化を図ります。また、取組を通じて、地域課題を把握するとと

もに解決に向けた取組を支援し、「地域福祉の推進」を図ります。 

① 部会 

(ア)地域福祉関係団体部会 

(イ)当事者団体部会 

(ウ)専門機関部会 

(エ)学識関係者部会 

② 分科会 

(ア)民生委員児童委員分科会 

(イ)地区社会福祉協議会分科会 

(ウ)自治会町内会分科会 

(エ)ボランティア・市民活動団体分科会 

(オ)地域関係機関・団体分科会 

③ 委員会 

(ア)あおばふれあい助成金運営委員会 

(イ)ボランティセンター運営委員会 

(ウ)業者選定委員会 

(エ)顕彰委員会 
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９－３ 会員の充実 

本会は会員組織として、地域福祉活動を行っている様々な団体や機関と連携・協働し合

い福祉のまちづくりを進めています。更に、より多くの団体等の声を本会の運営に反映さ

せるべく会員の拡充に努めます。 

(ア)正会員募集 

(イ)賛助会員募集 

地区社協が募集している賛助会員に加え、本会においても区社協事業を資金的 

に応援していただける賛助会員を募集します。 

(ウ) 会員セミナーの開催 （年２回） 

会員を対象とした、団体の運営に役立つ研修会を開催します。 

テーマ：プレゼンテーション研修 ※ウィリング横浜共催 他 

 

９－４ コンプライアンスの取組      

募金や寄附金等、本会で扱う現金については、現金管理のルールを順守し、紛失や盗難

を起こさない環境を整え、事故・事務ミスの防止に取り組みます。加えて、法人事務や経

理事務、個人情報を含む情報管理についても引き続き適正に執行します。 

 

９－５ 地域福祉活動の財源確保の取組      

【青葉区地福計画 柱３取組⑥】 

賛助会員を含めた会員の拡充により、社協活動の周知および財政的な基盤強化を図りま

す。加えて、それぞれの助成金の仕組みをあらためて検討します。 

 

９－６ 事務局基盤の強化 

職員人材計画および基幹研修に基づき職員の資質向上に努めます。 

(ア)外部研修への参加 

(イ)独自研修（職員全体研修等）の実施 

 

１０【団体事務】  

福祉団体の事務局(一部協力)として、各団体の自主的な活動を支援し、関係機関との連

携により地域福祉を推進します。       

① 神奈川県共同募金会横浜市青葉区支会  

② 日本赤十字社神奈川県支部横浜市地区本部青葉区地区委員会   

③ 青葉保護司会      

④ 横浜市青葉区更生保護協会（社会を明るくする運動含む）    

⑤ 神奈川県薬物乱用防止指導員協議会青葉区支部    

⑥ 青葉区戦没者遺族会 
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